
令和4年度事業報告書
令和4年 1月 1日から令和4年12月 31日まで

特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会

1。 事業の成果

令和 4年度もコロナ禍の厳しい状況が続いたものの、傷病野生鳥獣の保護治療活動や生態系の保全

に関わる諸活動を行うとともに、リモート開催を含め、野生鳥獣の救護に関する講習会や、様々なイ

ベントヘの参加による教育普及活動を展開することができた。

一方、油汚染鳥救護の分野等においても、環境省の請負事業を始めとする各種講習会等を通じて、

専門的な知識や技術を関係各位に伝えることができた。また、経験豊富な本会関係者の中から、各方

面の求めに応じて講師を派遣し、対応技術等の伝達、および啓発・広報活動等を実践し、一定の成果

をあげることができた。同時に、海外の技術者等を対象とする研修会への協力等を通じて、同分野に

おける国際協力にも貢献することができた。

なお、先述の通リコロナ禍に見舞われたこともあり、本年度も当初の事業計画等を大きく見直し、

全体的に活動が大きく制限される結果となってしまつたが、次年度はその鎮静化を改めて期待しつつ、

状況を見ながら、できる限りの活動を新たに展開できるよう検討していきたい。



2.事業の実施に関する事項

匝嘔□頭工五コロ医I理

事業名 事業内容 口 I薩爵 コ:圧覇
従事
者の
人数

受益対象者
の範囲及び
人数

支出額
(千円)

a)岡山県笠岡市白石島東部 浮遊油が確認された事故について、環境

省より情報収集等の対応の指示を受ける。

その後、一帯に見られた油については、時間の経過とともに海上から

消失したため、特に対応の必要はないと判断された。

b)和歌山県串本町沖 岡山県浅口市にある海運会社が所有するタンカー

「菱心丸」とベリーズ船籍の貨物船「XIN HA1 99」が衝突事故を起こし、

油が流出。

情報収集等を行つたが、その後、海上保安庁によつてオイルフェンスが

展張されたことにより、海岸線への油の漂着は防がれ、また流出油も

最終的に揮発するなどして消失した。

0-昨年のフ月に、インド洋・モーリシャス沖で、日本企業の運航する大
型貨物船が座礁し、大量の燃料油が流出した事件に関して、その後も

関係者と連絡を取りながら動向を注視。水鳥や海棲哺乳類、あるいは

自然環境への被害については、一応収まつた模様.

・本件に関連して、昨年末にかけて、(―財)海上災害防止センターの

を中心に、現地において油防除や事後の環境保全

等に関する教育・指導が実施された。
・ヽ
で

(公財)日本野鳥の会、(公財)日本鳥類保護連盟、WRVによる
三団体協賛事業(ポスター約12万枚作成)

・環境省後援事業
・協賛企業、団体への呼びかけ
・ポスター作成、配布(WRV分40,000枚 )
・会員、獣医師会、諸団体、協賛企業等への無償配布
・研修会や請習会における配布

定及び疲
学調査

・各地の関係病院から

告、会報、
シンポジウ
ム、講習

担当

、ホーム 担当

担当

・学会やイベントのプース等で配布(※コロナ禍のため大半は中止)

a)油汚染鳥救護講習会
・東京環境工科専門学校油汚染水鳥救護実習

講師
・日本獣医生命科学大学獣医学科野鳥・水鳥救護実習

講師
・JICA『海外保安実務者のための救護・環境防災研修」

対応

a)野生動物リハビリテーター養成講習会
・神奈川県野生動物リハビリテーター養成講習会

派遣講師

L」」
国捐

田 E」 盗L磁圭二」 1054

8月 12日

8月 20日

日野

日野

日野

1名

1名

2名

1月、2月

園[』国

事務局

事務局

3名

3名

3名

覆置劃国

L三」 u2」日 2名 困LL菫垂二』 日

Eヨ由| L■ Lilヨ ] 3名 会員

関係諸団体

7679

L」」 理事病院

事務局

3名 ヒ出il正三■]

目」 理事病院

事務局

3名 1″RV
登録者

目」 目出□ 3名 国ヨ

8月 18日、9月 1日

8月 19日、9月 2日

8月 15～ 16日

8月 22～23日

2月 17日

東京

日野

日野

□野

1名

3名

5名

5名

専門学生

専門学生

大学生

海外・17名

11月 27日

12月 4日

神奈川 4名 リハヒ
・リテーター

30名



ニ マ

派遣講師

c)帝京科学大学アニマルサイエンス学科油汚染鳥救護実習

講師

d)帝京科学大学 ,アニマルサイエンストピック

派遣講師

e)帝京科学大学・『野生動物と展示動物の福祉」

派遣講師

水鳥救護研修センター業務委託事業(環境省自然環境局)

a)令和3年度委託事業

担当
・情報収集ならびに提供
・会場使用管理
・研修会

第3回講師 (※リモートによる講義)
・報告書作成 担当:
・報告書提出

b)令和4年度委託事業

担当
・情報収集ならびに提供
・会場使用管理
・研修会

第1回講師

第2回講師

第3回講師
・運営協議会 (※書面開催)

対応

a)神奈川県鳥獣総合対策協議会(オンライン)

対応

b)傷病野生鳥獣保護治療状況確認(※東京都獣医師会・書面)

対応

c)神奈川傷病鳥獣保護連絡協議会 (オンライン)

対応

a)沖縄県「野生動物リハピリテーター』に関する勉強会(沖縄県獣医師会)

対応 (講師)

b)神奈川県鳥獣総合対策協議会ロシカ対策専門部会(Web開催)

出席

c)第 2回いきものフエスティパル開催記念講演会(Web開催)

出席

d)かながわ生物多様性改訂に関する検討委員会(Web開催)

出席

e)山梨県アライグマ捕獲従事者養成講習会

出席

つかながわ海岸美化財団・交流会(Web開催)

出席
g)日本コウノトリの会・総会 (オンライン及び書面)

対応

h)令和4年度アライグマ・ハクビシン対策講習会(オンライン)

対応(講師)

i)東京都外来鳥獣防除対策検討委員会(Web開催)

出席
j)東京都外来鳥獣防除対策検討委員会・作業部会(Web開催)

出席

k)国際シンポジウム「野生動物の健康」(オンライン)

出席

:)コウノトリの救護・事故防止に係る勉強会(会場及びオンライン)

講師 :

出席 :
j)ぐんまの自然の『いま』を伝える報告会

出席 :

7月 11日～13日

7月 7日・14日

6月 24日

12月 9日

年間

1月～3月

3月 15～ 31日

3月

3月 30日

4月～12月

10月 24日、25日

11月 16日 、17日

12月 20日、21日

9月

2月 4日、3月 23日

7月 27日

6月 24日

3月 23日

1月 26日

3月 8日 、7月 8日

12月 23日

1月 22日

大学生

大学生

大学生

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

日野

千住

千住

日野

日野

日野

日野

4名

3名

1名

1名

1名

1名

1名

2名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

4名

日野

日野

日野

日野

名

名

名

■
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名

名

名

名

月
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神奈川

東京

神奈川

28日、11月 29

8月 22日

3月 5日

3月 10日

6月 14日

10月 11日

12月 12日

3月 21日

11月 22日

沖縄

神奈川

東京

神奈川

山梨

神奈川

豊岡

東京

東京

東京

東京

埼玉

12月 21日 田園 1名 囲羅薦

拗
肺
牡
哨
”
拗関すること

(5)生物多
様性の保
全に関する
事



(6)野生勤
物の救護
施設に関

①犬猫・野生動物救護センター、自然環境アカデミー、
東京農工大学、各地動物園等の救饉施設との連携
②ニュースレターにおける施設(活動)紹介

Lヨ」 L3」 医」 WRV 4

(7)他団体
との交流

0日本環境災署情報センター(理事団体)
担当

ヨ」 目 図 1名 劇困」園 □

②国内組織との連携

a)日本獣医師会

b)野生動物救護研究会

c)東京都獣医師会

d)各種団体等との連絡協議

日本野鳥の会、日本鳥類保護連盟、WW「J、 日本海難防止協会、
日本動物愛護協会、 日本動物福祉協会、日本愛玩動物協会_
日本動物病院協会、日本動物園水族館協会、

動物臨床医学研究所、動物臨床医学会、日本野生動物医学会、

日本臨床獣医学フオーラム、日本小動物獣医師会、

大猫・野生動物救護センター、自然環境アカデミー、

海上災害防止センター、JECA、 全国の各獣医師会、

各都道府県、環境省、海上保安庁、日本動物看護学会、

日本獣医生命科学大学、帝京科学大学、東京環境工科専門学校、

全国学校飼青動物獣医師連絡協議会、野生動物リハビリテーター協会、

猛禽類医学研究所、全国愛鳥教育研究会、日本コウノトリの会

爬虫類と両生類の臨床と病理のための研究会

[]山」

年間 6名

1″RV

WRV

囲巫硼

関係者等

獣医師等

獣医師等

獣医師等

獣医師等

学会関係者

関係者等

獣医師会

関係者等

獣医師等

学会関係者

学会関係者

獣医師等

獣医師等

獣医師等

国会議員等

学会関係者

関係者等

学会関係者

③国際機関との運携

lUCN、 WRB、 IBRRC、 OWICN、 :FAW、 Bird L� e lnteriationai、

NOWPAP MERRAC

目」

3名

④国内組織との交流や親睦

a)第21回『野生生物と交通」研究発表会(Web開催)

対応

b)令和3年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会

講師

c)第57回東京都獣医師連盟総代会

出席

d)令和4年度日本獣医師連盟役員会

対応

e)令和4年度東京都獣医師連盟役員会

出席

0第69回日本生態学会大会 (オンライン)
対応
g)(NPO)丹沢自然保護協会 植樹
出席

′

h)南多摩獣医師会定時総会(Web開催)

出席

:)第 76回愛鳥週間「全国野鳥保護のつどい」(オンライン)

出席
j)第 59回獣医疫学会学術集会 (オンライン)

対応

k)令和4年度獣医疫学会理事・幹事会(Wob開催)

出席

l)日本野生動物医学会理事会    t
出席

m)東京都獣医師会第11回定時総会

出席

n)第79回日本獣医師会通常総会

出席

o)東京都獣医師会理事会

出席
p)自民党獣医師問題議員連盟総会

出席
q)第 165回日本獣医学会 学術集会(Web開催)

出席

r)2022動物感闘デー in Japan

対応

s)日本野生動物医学会 Wi:d:iL Eductton PЮ

『

am 2

対応

1月 21日～2月 6日

2月 10日

2月 14日、6月 22日

12月 22日

3月 14日

3月 14日～19日

4月 16日 ,10月 22日

4月 26日

5月 15日

3月 20日

7月 1日、11月 19日

6月 11日、9月 22日

6月 12日

6月 22日

.7月 26日

7月 21日

9月 6日～8日

10月 1日

10月 8日～10日

年間

1月 18日 神奈川

東京

東京

東京

東京

東京

神奈川

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

長野

1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

4名

1名

1名

1名

2名

4名

3名

3名

1名

2名

1名

1名



0金沢動物園 Z∞ To W‖d Rs Autumn

対応

u)日本鳥学会2022年度総会 (書面)

対応

v)第 43回動物臨床医学会年次大会

出席

w)第21回アジア獣医師会連合会(FAV局大会

出席

x)獨協会薬事医療研修会

出席 :

10月 8日～10日

11月 30日

11月 19日～20日

11月 11日

11月 27日

神奈川

北海道

大阪

福岡

東京

1名

1名

1名

1名

1名

関係者等

学会関係者

学会関係者

獣医師等

関係者等

(8)事務局 ①理事会開催

出席

オブザーバー

随 時 インターネット 10名 WRV 689

②令和3年度事業監査(一部郵送)

出席:

3月 5日 事務所 5名 1″RV

③令和4年度総会

出席

4月 10日 事務所 9名 WRV

⑤傷病野生鳥獣相談
・電話相談
・インターネット(HD相談

随時

“

務所、日野

理事病院等

!

不特定多数

⑥会員管理 随時 事務所 WRV

実施日時 実施場所

事

の
数

従
者
人

受益対象者
の範囲及び
人数

支出額
(千円)

事業名 事業内容

野鳥の救護マニュアル販売

『野鳥をたすけるはじめの一歩」

随時 事務局 1名 行政

一般

40販売事業



令和4年度活動計算書合計 本部口東京支部・神奈川支部
令和4年 1月 1日～令和4年12月 31日

8051000 ＾
Ｕ 805,000

617.868 ＾
Ｕ 2.953。〔】00 3.570.868

7,957.656 938.000 8,895.656

50.000ハ
Ｕ 50,000

199.860 ＾
Ｕ 30.000 229。860

267.105 267,105

Ａ
Ｕ

367 32 Ｅ
『Ｖ 404

Ａ
Ｕ

Ｕ^
Ａ
Ｕ Ｕ^

ｎ

〉

9,847,856 938,032 3,033,005 13,818,893

6.150.933 657,474 2,385,255 9,193,662

249.835 ｎ

〉 3.184.61621934,781

578.700 Ａ
Ｕ

＾
Ｕ 578,700

＾
ＵＵ^

Ａ
Ｕ

9.664.414 907.309 2.385.255 12,956,978

183.442 30.723 647.750 861.915

70.000 70,000

38.468.573 2.338.229 775,817 41,582,619

1.423.567 42.374.53438,582=015 2,368,952



全狙型コL五ヨ劇墾主
令和 4年 1月 1日 より 令和 4年 12月 31日 まで

(単位 :円 )

科目・事業
特定非営利活動
に 係る事業

その他事業 合計

I 経常収益
1 年会費収入
正会員

ボランティア会員

賛助会員

認定会員
2 事業収入
講習会事業

会報発行事業
P&G油講習会事業
ヒナキヤンペーン事業

3 委託事業収入
水鳥救護研修センター 業務委託

油汚染対策推進研修 業務委託

その他委託事業
4 補助金収入
5 寄付金収入
一般寄付金
一般救饉活動寄付金

油汚染救離活動寄付金
6 収益事業/図書販売収入
7 預金利息
8 雑収入
経常収益 計

= 経常費用1 事業費
(1)人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費
人件費 計

(2)その他経費
製品原価

諸謝金

旅費交通費

通信費

消耗品費
印刷製本費

賃借料

事務用品費
会議費

文献資料費

租税公課

水道光熱費
運搬費

諸会費
支払手数料

家賃地代

研究開発費

寄付金

講習研修費
修繕費
支払報酬
雑費
その他経費 計

事業費 計

805,000

568,000

147,000

90,000

617,868

147,868

470,000

7,957,656

7,957,656

199,860

199,860

134
267,105

233

805,000

568,000

147,000

90,000

617,868

147,868

470,000

7,957,656

7,957,656

199,860

199,860

267,105

367

9.580.518 267.338 9.847_856

3,396,800

330,393

3,396,800

330,393

3,727,193 3,727.193

640,589

157,942

221,427

153,427

640,775

25,519

10,000

248,966

825

262,000

22,000

37,910

2,360

37,910

640,589

157,942

221,427

153,427

640,775

25,519

101000

251,326

825

262,000

22,000

2.383.470 40.270

6.110,663 40.270 6,150,933
|   ~~~2再 23:740



1 管理費
(1)人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費
人件費 計

(2)その他経費
製品原価

諸謝金

旅費交通費

通信費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

事務用品費

会議費

文献資料費

租税公課

水道光熱費

運搬費

諸会費

支払手数料

家賃地代

研究開発費

寄付金

講習研修費

修繕費

保険料

支払報酬

雑費
その他経費 計

管理費 計

経常費用 計

当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益
Ⅳ  経常外費用
経理区分振替額

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

税引後当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

540,000 540,000

540,000 540,000

34,260

305,134

16,049

231,692

6,098

578,700

96,377

7,770

40,000

34,746

1,072,000

550,000

660

34,260

305,134

16,049

231,692

6,093

578,700

96,377

7,770

40,000

34,74d

l,072,000

550,000

660
2,973,481 2,973.481

3,513,481 3,513.481

9,624.144 40,270 9,664,414
-43,626 227,068 183,442

183,442

70,000

113,442

38。468.573
38_582_015



金狐」生度」議霞鶴腱塾団表

令和 4年 1月 1日 より 令和 4年 12月 31日 まで

円

生物多様性の保
全に関する事業

他団体との交流
lt農蟹纏 ,

収益事業
(図書販売 )

財団基金会計科目・事業
傷病野生動物の救護
と野生復帰

病性鑑定 及び

疫学調査
学会報告、会報、シ

ンポジウム、講習会
野生動物の傷病予
防に関する事業

野生動物の救護施
設に関する事業

経常収益

1 年会費収入
正会員

ポランティア会員

賛助会員

認定会員

2 事業収入
講習会事業

会報発行事業

P&G油講習会事業
ヒナキヤンペーン事業

3 委託事業収入
水鳥救護研修センター 業務委託

油汚染対策推進研修 業務委託

その他委託事業

4 補助金収入
5 寄付金収入
一般寄付金

一般救腱活動寄付金

油汚染救饉活動寄付金

6 収益事業/図書販売収入
7 預金利息
8 雑収入

7.957,656

フ,957,656

147,868

147.868

267.105

105524 ―l    .357552` 267105 233 267_3381     101経 常収益 計

3,396.800

330.393

3727191 ―
|・  .1   3.727.193

12:,944

9.400

10,410

217,703

640.589

:43.290

211,017

153,427

423.072

25.519

125,992

262.000

22.000

■ 経常費用
1 人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費

人件費 計

2 その他経費
製品原価

諸謝金

旅費交通費

通信費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

事務用品費

会議費

文献資料費

租税公課

水道光熱費

運搬費

諸会費

支払手数料

家賃地代

研究開発費

寄付金

講習研修費

修経費

保険料

支払報酬

雑費

1.030

その他経費 計 359.457 62821     2383470 402701
経常費用 計 359457 6.2821    6,:10.663 40.270 402701
当期経常増減額 226835

その他事業 本部会計 合・計

199,860

199,860

11.

11
11.

I

_「
1

11

3.396.800

330,393

3.986.800



特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師会 東京都支部
:円 )

科目。事業

預金利息

雑収入
経常収益 計

特定非営利活動
に 係る事業

日回
`固
□斃 合計

経常収益

1 年会費収入
正会員

ボランティア会員

賛助会員

認定会員
2 事業収入
講習会事業
会報発行事業
P&G油講習会事業
ヒナキヤンペーン事業

3 委託事業収入
水鳥救護研修センター 業務委託

油汚染対策推進研修 業務委託

その他委託事業
4 補助金収入
5 寄付金収入
一般寄付金
一般救護活動寄付金

油汚染救護活動寄付金

¨
　

¨
　

一
　

¨
　

一
　

¨
　

一
　

¨
　

一
　

一

一　　　　
一　　　　
　̈　　　
二

　　
　　
　̈　　　
一　　
　　
一　　　　
　̈　　　
一

¨
　

一
　

¨
　

一
　

一
　

一
　

一
　

】

一
　

¨
　

二

　

一
　

¨
　

一
　

¨
　

一
　

¨
　

一
　

一
　

¨
　

一

∞Ｕ^Ａ０Ａ●ＡＶ∞Ｕ^Ａ０Ａ●Ｏｖ
一
　

一

剛Ａ
０
■
〉
Ａ
Ｖ

ｎ
ｖ
Ｕ^Ｕ^ｎ０

＾
‘
Ｏ
ｖ

収益事業/図書販売収入

　̈　　　
二

　　　　
一　　
　　
　̈　　　
一

一
　

¨
　

一
　

二

　

一　

Ｚ^
　

¨

Ａ
●

ｎ
ι
Ａ
●

Π 経常費用
1 事業費
(1)人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費
人件費 計

(2)その他経費
製品原価

諸謝金

旅費交通費
通信費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

事務用品費
会議費
文献資料費

租税公課

水道光熱費
運搬費
諸会費
支払手数料
家賃地代

研究開発費
寄付金

講習研修費
修繕費

保険料
雑費
その他経費 計

¨
　

¨
　

一

　̈　　　一　　　　̈
　　　　二

　　　　】　
　
　
　̈　　　一　　　　一　　　　̈
　　　　一　　　　二

　　　　二

　　　　̈
　　　　一　　　　二

　　　　一　　　　一　　　　一

653,000

4,474

一
　

二

653,000

4,474



管理費
(1)人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費
人件費 計

(2)その他経費
製品原価

諸謝金

旅費交通費
通信費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

事務用品費
会議費
文献資料費

租税公課

水道光熱費

運搬費

諸会費

支払手数料

家賃地代

研究開発費

寄付金

講習研修費

修繕費

保険料

雑費

その他経費 計

管理費 計

経常費用 計
当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益
Ⅳ  経常外費用
経理区分振替額

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

税引後当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

60,000 60,000

60.000 60,000

1,880

2,620

880

1

4,455

80,000

1,880

2,620

880

4,455

180,000

189,835 189.835

249.835 249.835

907,309 907,309

30,723 30,723

30,723

30,723

30,723

2.338,229

2.368.952

一
　

¨



令和4年 石ぎ些誕y竃ゴ轟乳諭語→綸製門贅31日 まで
特定非営利活動法人

他団体と
の交流

一般会計合計
(公益目的事業)

収益事業
(図書販売 )

財団基金会
計
その他事業

1 
支部会計科日・事業

傷病野生動物の
救護と野生復帰

病性鑑定 及
び 疫学調査

学会報告、会報、シ
ンポジウム、講習会

野生動物の傷病
予防に関する事業

生物多様性の保
全に関する事業

野生動物の救護
施設に関する事業

一

一

二

一

一

一

一

一

一

〇０

一

一

〇０

一

一

二

一

一

３２

一

I  経常収益
1 年会費収入

正会員
ボランティア会員
賛助会員
認定会員

2 事業収入
講習会事業
会報発行事業
P&G油講習会事業
ヒナキャンペーン事

3 委託事業収入
水鳥救護研修セン
油汚染対策推進研
その他委託事業

4 補助金収入
5 寄付金収入

付
寄輔渤
臥
議
燎回・般救醜神

業
息
事
利
入

益
金
収

収
預
雑

一般寄付金

988 032 ―
|経 常 収 盃 計

― : ‐| 160_000

653,000

費
費
　
　
　
　
費
　
　
費
　
費
　
費
　
費
　
　
料
　
費
　
費

当
利
生
　
　
価
　
通
　
費
本
　
口ｍ
　
料
課
熱
　
　
数
代
発
　
修
　
　
酬

手
福
厚
　
　
原
金
交
費
品
製
料
用
費
資
公
光
費
費
手
地
開
金
研
費
料
報

料
定
利
　
　
品
謝
費
信
耗
刷
借
務
議
献
税
道
搬
会
払
賃
究
付
習
繕
険
払
費

給
法
福

・
等
製
諸
旅
通
消
印
賃
事
会
文
租
水
運
諸
支
家
研
寄
講
修
保
支
雑

剖
纏
費
他
件

の
人
そ

Ⅱ 経常費用
1 人件費

一

〇〇

７４

一

一

一

二

一

一

一

一

一

二

¨

一

一

一

一

一

一

653

その4也経菅 計 657 474 ― | . 1 189.835
経 軍 費 用 計 6bノ .4′ 4 ― 1   249.835
当期 経 常 増 減 釉 280 558 280 558

合 計

60,000



特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会神奈川支部

令和 4年  1月  1日 から 令和 4年 12月  31日 まで

令和 4年度 活動計算書

単位 :F

647,

647,

額

2,953,000

2,385,255

30,

50,

金
日
Ｈ科

費ヽ■

い
ヽ
′
〓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

一一̈
一螂一一撫撫燕螂陣」軸繊̈
審綺̈
機一蹴純帖端̈
薇数̈
綺一輌脚̈『」期帥一

２
　
３
　
４

　
５
　
　
一種
１

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
一種

税引前当
法人税、
当

口



」 詢二 劃亀」国戯聾 回麗

令和 4年 1月 1日から令和 4年 12月 31日まで

特定非曾利活腱法人 野生動物救饉獣医師協会神泰川支部|

科目“事業
鮨輌野生動機の裁餞と野… ■●燎 国憂翌匹理□肇擁剛 賤麒醐聯競臨=ぬ

二風
主」■L繊蠍n顧試

=離
重

`椰
L
購鵬霧撃貯離に鵬 偽颯結蜘0案塁 凛理嵐 租税公臓 (消費3D 共通 合 計

I経常収益
1受取会費

年会■収入

2:受取寄附金

寄付金収入

3受取助成金等
補助金収入

4事業収益

事業収入

5その他収益

受取利息
盤■ ■

5Q000

2o53,Oω

mpoo

5

0

30,000

m.gЮ

2053,Om

5

撃 堂血零 静 師研TT R薫■市

I経常費用
1人件費
綸料手当

人件費 計

2その他構彙
諧樹金

旅費交通費

通信費

消お品贅

印刷襲ホ費

賃借料

事務用品費

会議費

水道発熱費

運搬費

諸会費

支払手数料

講習研修費

修績贅

保険料

3■720

2,354

“

1000

235:饉0

●5:100

304● 8

8■300

41■000

31,324

3:6“

090

11623

50,400

1,001 6:400 1780

2.200

.,.= γ■

34,286

1,0“

50:40Ю

79′α〕

42002

00,田 7

73:885

700,000

.270,550

281,002

34,915

32,刀0

415,2m

74,100

■654

00,387

000

0

75,403

0

0

m,4Ю

1034080 讀面F n『面 【口T
経常書用 針 1.034.000 lm● 電

『
両 Π

「
r 西爾椰凍 ,an5,65

回

「

FT777¬ ‐1_600 -6400 -3_988 -372_133 847750



令和4年度 貸借対照表
令和4年 12月 31日現在

特定非営利活動法人 野生動物救饉獣医師協会

(単位 :円 )

科 目

I資産の部
1.流動資産
現  金
小口現金

普通預金
郵便局
定期預金
未収金
立替金

流動資産合計
2.棚卸資産
事業商品
棚卸資産合計

3.特定資産
財団設立準備基金

資 産 合 計
I負債の部
1.流動負債

未払金
前受金
預り金
仮受全
未払法人税等
未払消費税等
流動負債合計

負 債 合・計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
正味財産合計

負債及び正味財産合計

138,315

85,840
la02Q251
9,034323
1■000,000

2,124256
1,458,332

39,801.317

71 288

754

2,034210
2,034.210

3,816,761

3.316.761

2,46Q973
0

72,081

156,000
70,000

578.700

3,337.754

41,582,619

791.915
42.374.534

45.712.288



令和4年度 計算書類の注記

特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会

1.重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法
該当事項ありません

(2)引 当金の計上基準
該当事項ありません

(3)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当事項ありません

(4)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事業別損益の状況

活動計算書内訳表を参照

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
該当事項ありません

4.使途等が制約された寄付金等の内訳
該当事項ありません

5.固定資産の増減内訳

6.借入金の増減内訳
該当事項ありません

7.役員及びその近親者との取引の内容
該当事項ありません

8.その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の
増減の状況を明らかにするために必要な事項

・事業費と管理費の按分方法
各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、福利厚生費
旅費交通費及び支払家賃については従事割合に基づき按分しています。

期首取得饉額 取得 減少 期末取得価額 滅価償却累計額 期末帳簿価額

特定資産

3=810,000 3,810,000 3,810,000

普通預金 6,696 65 6,701 6,761

合計 3,310,696 65 3,316,761 3,310,761

lπ

「
:Hl鰤i電 |ヨiiFi7ヨ



令和4年度 財産目録
令和 4年 12月 31日現在

特定非営利活動法人 野生動物救饉獣医師協会
(単位 :円 )

科 目
I資産の部              ~~~
1.流動資産
現金
小口現金
郵便局(一般)富士見郵便局
郵便局(人災募金) 同上
郵便局(旧人災募金)同上
郵便局(油汚染募金)同上
郵便局(救饉センター募金)同上
郵便局(神奈川支部)大和郵便局
普通預金(―般)三井住友銀行立川支店
普通預金(東京都支部)三井住友銀行立川支店
普通預金(事業口用)  同上
普通預金 (助成金用)  同上
普通預金(事業商品用) 同上
普通預金(神奈川支部)横浜銀行大和支店
定期預金 三井住友銀行立川支店
未収金
令和3年度水鳥救饉研修センター委託金収入
神奈川支部(事業収入)
東京都支部会計立替金
神奈川支部会計立普金

流動資産合計
2.棚卸資産
事業商品 記録集2(0冊 )

配録集3(305冊 )
記録集4(195冊 )
記録集5(430冊 )
記録集6(605冊 )
記録集7(115冊 )
鉛中毒ビデオ(0本 )
鉛中毒小冊子(0冊 )
水鳥救饉マニュアル(0冊 )
収益事業
ヒナマニュアル(940冊 )
棚卸資産合計

3.特定資産
財団設立準備基金
定期預金 三井住友銀行立川支店
普通預金 三井住友銀行立川支店

特定資産合計
資 産 合 計
I負債の都
1.流動負債

未払金
前受金
預かり金
源泉所得税預かり金
住民税預かり金
仮受金
未払法人税等
未払消費税等

流動負債合計
負 債 合 計
正 味 財 産

138,315

85,8`‖D

8.589,116

8,317

0
0
0

430,890
7,035,739

3,827,284

180,524
2,576

0
1,974,128

14,000,000

1,926,250

198,000

1,458,332

0

39. 1 17

10

71

0
305,000
292,5010

430,000
605,000
230,000

0
0
0

171,710

3,810,000

6,761

3.316.761

2,46Q973
0

72,081

156,000
70,000
578.7(Ю

3.337.754

42.374,534

3_387.754



令和4年度役員名簿及び
名簿のうち前年において報酬を受けたことがある者の名簿

令和4年 1月 1日から令和4年 12月 31日まで

特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会

役 名
(フリガナ)
氏名

就任期間 報酬を受けた
期 間

理事

オオクホ
・ タケヒコ

大窪 武彦

R4.1.1～

R4.12.31
無し

理事

コマツ ヤスシ

小松 泰史

R4.1.1～

R4.12.31
無し

理事
タムカイ ケンイチ

日向 健―

R4.1.1～

R4.12.31
無し

理事

ナカツ ススム

中津 賞

R4.1.1～

R4.12.31
無し

理事

ニイツ
・マ イサオ

新妻 勲夫

R4.1.1´ ヽ́

R4.12.31
無し

理事

カトウ タクヤ

加藤 卓也

R4.1.1～

R4.12.31
無し

理事

コヤママサト

小山 正人

R4.1.1～

R4.12.31

無し

理事

ナカカ・ワキヨシ

中川 清志

R41.1～

R4.12.31

無し

監事

マチタ
・
 タタ
・
ヒコ

町田 忠彦

R4.1.1^´

R4.12.31

無し

監事

タカハシ ツネヒコ

高橋 恒彦

R4.1.1～

R4.12.31
無し



社員のうち10名以上の者の名簿

特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会

令和4年 12月 31日現在

氏名

1 石橋 徹

2 大窪 武彦

3 中川 清志

4 小松 泰史

5 日向 健―

6 中津 賞

7 新妻 勲夫

8 加藤 卓也

9 小山 正人

10 皆川 康雄


